
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝統や歴史の継承と発展 

校長 柳岡 裕幸 

６月の東京は観測史上最多の夏日（気温３０度以上の日）があり、九州から近畿地方では梅

雨明けとなりました。東京の梅雨明けはもう少し先のようですが、真夏のような天気が続いて

います。今年の七夕は晴天の中で天の川やおりひめ（織女星－こと座のベガ）、ひこぼし（牽

牛星－わし座のアルタイル）を見ることができるかもしれません。 

七夕について調べてみると、豊作を祈りけがれを払うため、着物を織り神様にお供えする日

本の神事「棚機（たなばた）」と、中国の裁縫や機織りの上達を７月７日に祈願する「乞巧奠

（きこうでん）」が由来とされています。平安時代に、日本古来の神事に中国から伝わったも

のが合わさり、宮中行事として行われるようになると、機織りに加え書道や芸事の上達を祈願

するようになりました。香を焚き、音楽を奏で、詩歌を詠み、サトイモの葉に集まった夜露を

「天の川のしずく」として墨を溶き、神聖な木である梶（かじ）の葉に詩歌を書いたそうで

す。江戸時代にはこの宮中行事が庶民に広がり、願い事を短冊に書き笹につるすようになりま

した。 

七夕は旧暦の太陰太陽暦における７月７日に行われていました。そのため、現在の７月７日

は梅雨の季節と重なってしまい、星を見ることが難しくなりました。そこで、２００１年から

国立天文台は現在の暦に合わせた「伝統的七夕」を広く伝えています。今年の「伝統的七夕」

は８月２９日です。七夕は、歴史と伝統を受け継ぎながらも、時代や周囲の環境の変化に合わ

せ変化をしていることが分かります。 

５月に実施した運動会では、児童生徒会が中心となり、全校が一体となって運動会を盛り上

げる新企画を考え実行しました。また、本校の児童・生徒が全員参加して行った大玉送りも新

たな取組として実施しました。これからも本校の伝統や歴史に新たな価値を加え、「ＭＡＫＥ 

ＥＶＥＲＹＯＮＥ ＳＭＩＬＥ」を実現する教育活動を充実させてまいります。 
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スクールカウンセラー７・８月面談予約可能日 

前期 ４日・１１日・８月２２日（金） 

後期 ３日・1０日・１７日（木） 

TEL：03-3782-2930 

予約担当者：特別支援教育コーディネーター 

または担任 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  

１ 火 
音楽集会(1～4) 修学旅行事前健診(9) 
学習成果実行委員会 

２ 水 避難訓練 

３ 木 セーフティ教室(1～4) 学習成果実行委員会 

４ 金 
学校公開(午前中のみ) 4 校時市民科授業地区公開講座 
保護者会(1) 

５ 土 すまいるスクール保護者会 

６ 日 しながわ防災フェスティバル 

７ 月 全校朝礼 安全指導日 

８ 火 開校記念日 

９ 水 修学旅行(9) クラブ活動(4～6) 

10 木 修学旅行(9) 交流給食(2-3,7-2) 

11 金 修学旅行(9) ブラインドサッカー(8) 

12 土  

13 日  

14 月 交流給食(2-1,7-4) ブラインドサッカー(8) 

15 火 
縦割り班活動(1～4)  
南棟委員会(4) 専門委員会(5～9) 

16 水  

17 木 大掃除 

18 金 １学期終業式（給食あり） 

19 土  

20 日  

21 月 夏季休業日始 海の日 

22 火 夏季補習① 面談(9)① 

23 水 夏季補習② 面談(9)② HYM アート工房 

24 木 夏季補習③ 面談(9)③ 

25 金 面談(9)④ 

26 土  

27 日  

28 月 面談(9)⑤ 

29 火  

30 水  

31 木  

～命を守るために～ 

子ども健全育成部 
交通安全教室やセーフティ教室では、自

分や周りの人の命を守るということについ
て学習しました。また、安全指導項目を毎
月確認し、安全に対して高い意識で生活す
るよう指導しています。 

交通安全においても、日頃から自転車に
乗る際には、必ずヘルメットを着用するよ
う、指導をしています。「乗り慣れているか
ら大丈夫。」「少しの距離だから大丈夫。」と
いう判断が、命に関わる事故につながりま
す。 
１年生を対象にして実施されているヘル

メット配布（ご家庭で用意できない場合）
の取組は、かつて品川区内で起きた交通事
故を受け、区内の企業から寄付していただ
いているものです。現在、ＰＴＡの方々が
その運営をしてくださっています。 
今後も保護者の皆様や地域の皆様と力を

合わせ、児童・生徒の安全を見守っていき
たいと思います。ご協力よろしくお願いい
たします。 

 

 ～教科横断的な基盤となる力～ 

授業力育成部 

 本校は、校内研究と教職員のグルーピ

ング授業を通して授業力育成に取り組ん

でいます。校内研究は「共に生きる社会を

創る児童・生徒の育成」です。義務教育学

校の特長を生かし、学年や教科に関わら

ず、基盤となる３つの資質・能力の育成を

目指します。その能力とは「言語能力」「情

報活用能力」「問題発見・解決能力」です。

普段の生活の中から、改善するべき問題

を見付け、解決するための情報を収集し、

それを実践していく児童・生徒を育てま

す。言語能力に関しても、読むや書くのみ

ならず、自他の考えを伝え広げるという

姿を目指します。全ての児童・生徒が、学

びに主体的・協働的に取り組むよう、教職

員が一丸となって指導にあたって参りま

す。 

「実（じつ）の場での成長」                           副校長 佐山 薫 
６月１９日に６年生の子どもたちと一緒に、こころの劇場に行ってきました。電車や公道での周りへの気遣い

や１００人近い大所帯で移動しているとは思えないくらいスムーズな行動が立派でした。そして劇を全身で楽
しむ姿がとてもすてきでした。６月は、各学年で宿泊行事や校外学習、後期課程は定期考査もありました。７月
は９年生の修学旅行があります。それらの行事や学習は、当日に向け、いかにしっかりと準備していくのか、日
頃の学校生活をしっかりと積み重ねていけるかが重要です。それがあるからこそ、子どもたちが主体的に活動
し、実の場での成長につながります。様々な教育活動を通し、子どもたちが本校の目指す「責任ある行動をとる
力」「新たな価値を創造する力」「対立やジレンマに対処する力」を育んでいけるよう、尽力してまいります。引
き続き本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

熱中症対策について 
 本校では、暑さ指数を計測する機械を用いて、外での
体育や休み時間の実施を判断しています。また保健委
員会が中心となり、児童・生徒発信の熱中症予防の啓
発活動も行っています。７月号の保健だよりで、熱中
症予防についてお知らせします。保護者の皆様もご自
愛いただき、体調管理にお気を付けください。 


